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昭和60年８月１０上 農協だ よ I」 2】

二
日
目
は
厚
別
農
協
で
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

先
ず
玄
関
を
入
る
と
多
く
の
職
員

か
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の
声

に
迎
え
ら
れ
る
．
金
融
店
舗
の
ロ
ビ

ー
に
は
大
き
な
水
槽
が
設
置
さ
れ
種

々
の
魚
が
泳
ぎ
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
又
数
多
く
の
書
籍
を
取
り

揃
え
待
ち
時
間
し
て
い
る
子
供
か
ら

お
年
寄
に
対
す
る
配
慮
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

厚
別
農
協
の
Ⅱ
几
年
度
末
概
況
に

つ
い
て
、
正
組
合
員
戸
数
四
九
一
一
月

正
組
合
員
数
五
五
八
名
、
準
組
〈
ｎ
局

六
一
八
名
、
預
金
一
「
四
八
二
百
〃

Ⅲ
、
借
入
金
四
一
一
一
二
百
万
Ⅲ
、
貯
金

一
三
、
六
八
五
百
万
円
篭
貸
付
金
四
、

○
七
九
百
万
円
、
Ｈ
Ｕ
資
本
「
二
八

几
百
万
円
、
固
定
資
産
五
四
九
百
万

円
、
外
部
出
資
一
一
一
一
一
一
一
百
万
円
。
説

明
の
中
で
預
金
、
貯
金
等
す
べ
て
横

這
い
の
状
況
下
に
あ
っ
て
金
融
事
業

は
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

特
に
お
話
し
の
中
で
信
用
部
門
の

充
実
を
図
る
た
め
、
相
談
・
渉
外
課

を
設
け
五
人
体
制
で
正
組
合
員
は
勿

論
、
準
組
合
員
を
対
象
に
外
部
推
進

を
行
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

厚
別
地
区
は
四
Ｋ
メ
ー
ト
ル
四
方

の
範
囲
に
他
の
銀
行
・
郵
便
局
等
の

金
融
店
舗
か
二
○
店
舗
あ
り
、
し
の

ぎ
を
削
る
状
況
下
で
す
の
で
職
員
に

は
甘
え
を
捨
て
て
、
ど
ん
な
問
題
で

も
州
談
に
応
じ
、
努
力
す
る
そ
の
叩

か
ら
金
融
業
務
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
と
、
大
河
内
部
長
さ
ん
の
説
明
で

し
た
。

午
後
か
ら
は
野
幌
農
協
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

野
幌
農
協
の
五
几
年
度
末
概
況
は

正
組
合
員
戸
数
瓜
二
六
戸
、
正
組
合

員
七
四
五
名
、
準
組
合
員
五
一
七
名

預
金
四
、
七
○
四
百
万
円
、
借
入
金
八

三
五
百
万
円
、
貯
金
七
、
五
八
四
百
万

円
、
貸
付
金
囚
、
七
二
七
百
万
円
、
Ⅲ

己
査
本
金
三
九
二
百
万
円
、
固
定
資

産
三
九
Ⅲ
百
万
円
、
外
部
出
資
一
○

Ｆﾐﾛ 

六
百
万
円
：
金
融
店
舗
に
つ
い
て
は

ロ
ビ
ー
が
大
変
広
く
お
容
様
用
の
椅

子
も
三
○
人
分
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
又
壁
面
に
は
世
界
の
名
画
を
大

き
な
額
で
何
枚
も
飾
り
一
見
面
廊
を

感
じ
さ
せ
、
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
も

非
常
に
良
く
感
じ
ま
し
た
。

事
務
所
内
の
全
臓
員
が
お
客
様
の

方
を
向
い
て
事
務
を
執
っ
て
い
ま
し

た
。
所
内
に
は
棒
グ
ラ
フ
で
全
職
員

の
実
績
表
が
張
り
出
さ
れ
て
お
り
、

職
貝
の
金
融
業
務
に
取
り
組
む
意
欲

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
説
明
に
よ
る

と
最
近
内
部
検
討
を
し
た
が
渉
外
課

に
お
い
て
、
当
座
性
貯
金
の
確
保
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
特
に
人
間
関
係
ｒ
 

に
刀
占
〈
を
置
き
貯
金
業
務
推
進
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
年
金
友
の

会
、
ブ
ン
チ
ャ
ン
友
の
会
に
て
年
一

回
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
変
っ
た

事
業
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
と
言
う

こ
と
で
十
坪
三
、
○
○
○
円
で
整
地

後
先
着
順
で
五
四
区
凹
を
開
放
し
非

）
〃
②
一
一
Ｃ
Ｉ
Ｌ
歌
人
’
し
閂

上

」ｗ
 

ｒ
－
Ｊ
壹
馨
ｇ
・
」
一
・
・
二
・
一
！
●
．
ご
目
・
・
・
：
Ⅱ
ざ
．
二
・
一
二
二
・
」
・
２
一
一
一
一
・
四
．
言
・
・
尋
込
一
一
一
Ｆ
１
が
》
］
一
・
・
一
・
’
一
一
・
・
・
ｒ
二
Ｊ
愚
一
一
二
一
ｆ
念
言
一
二
一
一
・
・
・
ｆ
・
二
・
Ｊ
Ｅ
二
・
・
二
・
・
・
、
１
言
》
・
一
一
・
壱
・
二
Ｆ
！
・
・
…
…
．
．
’
…
ｉ
…
．
」
．
ご
・
ｒ
二
・
一
・
・
・
】

里一国～ －－ 二○￣ ､▲▲凸点 常
に
書
こ
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
で
当
然
在
庫
は
少
な
く
な
り
そ
の
分

し
た
。

品
質
の
良
い
商
品
を
お
客
さ
ん
の
二

三
口
目
は
帰
る
日
な
の
で
、
午
前
－
ズ
に
合
せ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
と

中
に
ホ
ク
レ
ン
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
（
の
事
で
し
た
。

生
活
店
舗
）
を
視
察
研
修
さ
せ
て
頂
こ
の
シ
ョ
ッ
プ
の
近
く
に
大
型
店

き
ま
し
た
。

が
入
店
も
あ
る
と
一
一
一
一
回
う
こ
と
で
、
地

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
は
全
道
各
農
協
Ａ
域
社
会
と
密
着
を
図
る
た
め
消
郵
曇
白

コ
ー
プ
職
員
研
修
の
場
と
し
て
も
利
懇
談
会
の
開
催
。
又
空
ピ
ン
回
収
代

用
さ
れ
て
い
ま
す
ｂ
又
こ
の
シ
ョ
ッ
金
で
子
供
、
老
人
に
役
立
て
た
り
、

プ
の
特
色
は
、
お
客
さ
ん
の
買
物
が
売
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
い
ろ
い
ろ
苦

「
ボ
ス
」
〈
販
売
時
占
朧
蝿
梛
管
理
シ
ズ
労
議
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

テ
ム
）
に
よ
っ
て
、
｜
日
の
売
上
が
参
聿
屯
五
九
年
度
売
上
実
績
一
六

品
目
別
・
数
吊
・
金
額
等
即
集
計
ざ
九
「
託
六
○
千
円
、
正
臓
員
十
八
名

れ
る
の
で
特
別
売
出
し
、
｜
週
間
分
パ
ー
ト
二
十
二
名
の
体
制
で
し
た
。

の
仕
入
に
つ
い
て
も
ど
の
商
品
を
ど
以
上
で
先
進
農
協
視
察
研
修
報
告

の
位
い
仕
入
し
た
ら
よ
い
か
判
る
の
と
い
た
し
ま
す
。

一つ・と攪蕊一鷆籔鯆訓醤露塞牙一

d森、

の
交
流
と
家
族
ぐ
る
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

み
で
親
睦
を
深
め
組
開
催
曰
時

織
結
合
の
強
化
を
図
八
月
十
九
曰
午
前
九
時
半
、
開
）

る
こ
と
を
目
的
と
し
会
（
雨
天
の
場
合
中
止
）
｛

て
、
例
年
実
施
を
し
開
催
場
所

て
お
り
一
ぴ
す
農
民
運
中
標
津
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
『

動
会
を
次
の
と
お
り
尚
、
当
曰
の
人
工
授
精
の
受
付
』

開
催
す
る
事
に
決
ま
は
八
時
半
迄
に
済
ま
し
て
下
さ
』

り
ま
し
だ
。

い
。
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葉
巻
病
め
発
生
は
、
収
量
に
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
い
と
古
く
か
ら
等
戒

き
れ
て
い
ま
す
ｂ

過
去
の
全
道
的
な
発
生
経
過
を
見

て
み
ま
す
と
、
昭
和
二
五
～
三
五
年

に
か
け
て
道
南
地
〃
に
葉
巻
病
の
発

生
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
三
八
～

三
九
年
に
は
北
見
、
網
走
地
方
の
採

種
地
帯
や
一
般
ほ
で
多
発
し
、
四
七

～
五
○
年
に
は
、
十
勝
・
後
志
・
胆

振
・
渡
島
な
ど
の
地
方
で
激
発
し
て

い
ま
す
。

こ
の
４
７
に
、
葉
巻
病
が
し
ば
し

ば
多
発
す
る
理
由
は
、
ま
だ
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
三
月
に
は
、
「
馬
鈴
し
ょ
葉
巻

病
の
多
発
の
恐
れ
」
と
い
う
注
意
報

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
、

前
年
の
葉
巻
病
の
発
生
率
・
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
発
生
頭
数
と
も
に
根
室
地
方

等
で
目
立
っ
て
多
か
っ
た
と
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
中
標
津
の
実
態
を
調
査

営農
幽
馬
鈴
し
ょ
を
葉
巻
病
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
〃

■
 

し
て
み
た
の
で
細
介
し
ま
す
。

｜
、
五
九
年
採
種
ほ
産
種
子
の
葉
巻

病
発
生
株
率
調
査
結
果

七
月
一
六
～
二
五
日
の
間
に
、
中

標
津
町
農
協
椿
宮
内
の
馬
鈴
し
ょ
栽
培

農
家
の
う
ち
五
一
戸
に
つ
い
て
、
葉

巻
病
発
生
株
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
の
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
全
体
の
平
均
が
一
六

・
七
％
に
も
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、

昨
年
の
採
取
ほ
に
お
い
て
ア
ブ
ラ
ム

シ
に
よ
る
当
代
感
染
が
非
常
に
多
く

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て

い
る
の
で
す
。

二
、
葉
巻
病
の
当
代
感
染
に
差
が
出

た
要
因
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）

①
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
状
況
か
ら
み

て
、
初
回
防
除
は
遅
く
は
な
か
っ
た

か
。

②
病
株
抜
き
取
り
は
完
全
か
。
チ
ッ

素
質
肥
料
の
過
剰
に
よ
り
、
葉
巻
病

の
特
徴
を
見
え
な
く
し
、
病
株
抜
き

取
り
を
困
難
に
し
て
は
い
な
い
か
。

J岳弓＄

③
抜
き
取
り
株
の
処
理
は
完
全
か
．

④
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
確
認
、
殺
虫

剤
散
布
が
適
期
に
行
わ
れ
た
か
。

殺
虫
剤
は
で
き
る
だ
け
残
効
性
の
長

い
農
薬
を
組
合
わ
せ
て
使
用
し
た
か
。

⑤
採
種
ほ
周
囲
の
一
般
ほ
の
ア
ブ
ラ

ム
シ
密
度
は
多
く
な
か
っ
た
か
。

周
囲
の
一
般
ほ
に
も
ア
ブ
ラ
ム
シ
防

除
を
行
な
っ
た
か
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

多
竺
般
ほ
の
次
に
採
種
ほ
の
防
除

を
行
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

⑥
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
の
多
い
八
月

中
旬
～
九
月
中
旬
の
防
除
が
徹
底
き

れ
た
か
。

⑦
最
終
防
除
後
は
茎
葉
枯
凋
し
た
か
。

馬鈴しょ一般ほにおける葉巻病発生状況

０
 

｜
戸
歎
割
《
戸
（
％
）

，
 

(平均発生株率16.7％）
品種：紅丸

咀
蕊
懲
認
鍛
鵜
騨
露
蕊
鐸
螺
轤
鑑
鑓
津
視
蕊
抄
蝿

、
澪
鍵
蕊
蕊
鑿
鍵
轤
鍵
鍵
》
鍵
鱸
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』
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』
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砦
飛
（
、
ｑ
ｌ
Ｉ
、
沖
．
（
，
．
野
．
、
坑
叫
；
，
・
・
・
‐
，
由
瞬
晤
‐

謡蝕搦獺・堺Ⅲ八円⑪Ｍ蝿【沖．辨恥・誰詫酔い率⑪品

『
辮
鱸
蕊
魏
坪
鐘
蕊
遮

自
然
枯
凋
さ
せ
て
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

寄
生
を
許
し
た
の
で
は
な
い
か
。

⑧
枯
凋
剤
の
散
布
後
、
茎
葉
は
急
速

に
枯
死
し
た
か
。
何
日
も
か
か
り
、

茎
葉
再
生
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

⑨
籏
終
防
除
後
、
茎
葉
枯
凋
剤
を
散

布
す
る
ま
で
の
期
間
が
一
○
日
以
上

お
い
て
い
な
い
か
。
討

三
、
今
年
度
後
期
の
葉
巻
病
防
除
対

策

①
八
月
中
旬
～
九
月
中
旬
に
か
け
て

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

の
で
殺
虫
剤
散
布
は
周
囲
の
一
般

ほ
も
含
め
て
徹
底
し
ま
す
。
な
お
、

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
つ
い
て
は
、
Ｙ

、 Ｂ》辮》』螺《鶴織、對》
２霧．．．》

６一一鋺一辮辮蝉》『纈一鋳
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葉巻病発生株割合（％）

ウ
ィ
ル
ス
（
レ
ン
ョ
ウ
，
エ
ソ
な
ど
）

を
伝
搬
す
る
の
で
、
防
除
に
は
オ
ル

ト
ラ
ン
ナ
ッ
ク
水
和
剤
又
は
オ
ル
ト

ラ
ン
に
デ
ナ
ポ
ン
を
混
用
し
て
使
用

し
ま
す
。

②
生
育
後
期
に
お
け
る
葉
巻
病
感
染

を
防
止
す
る
た
め
、
茎
菜
枯
凋
処
理

を
行
い
ま
す
ｃ
枯
凋
剤
は
レ
グ
ロ
ッ

ク
ス
液
剤
を
一
○
ア
ー
ル
当
り
一
同

分
三
○
○
Ｍ
（
水
一
○
○
０
）
散
布

し
ま
す
。

枯
凋
剤
処
理
後
生
殺
し
に
し
て
お

く
と
、
枯
れ
て
い
な
い
茎
部
分
か
ら

再
生
し
た
若
葉
に
保
毒
し
た
ア
ブ
ラ

ム
シ
が
寄
生
し
て
、
茎
菜
処
理
を
行

な
わ
な
い
も
の
よ
り
葉
巻
摘
り
病
率

が
高
く
な
っ
て
、
茎
葉
処
理
の
目
的

に
そ
ぐ
わ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
逆

効
果
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
－
％

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
る
た

め
、
｜
回
の
枯
川
剤
散
布
で
完
全
に

枯
死
し
な
い
場
合
は
、
得
度
杣
凋
剤

を
散
布
し
て
完
全
枯
死
き
せ
る
こ
と

が
大
切
で
｛
Ｌ

晴
天
無
風
の
日
の
朝
と
午
後
の
二

回
散
布
す
る
と
効
果
的
で
す
。

枯
凋
処
理
は
最
終
防
除
か
ら
七
日

目
を
目
途
に
実
施
し
て
下
さ
い
。
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「
夏
野
菜
の
管
理

八
月
に
な
る
と
、
野
菜
の
多
く
は

旺
薦
な
生
育
を
示
し
ま
す
か
、
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
な
ど
の
呆
来
類
で
は
、
葉
菜

類
や
根
菜
類
に
比
べ
生
育
、
収
穫
期

間
が
長
い
の
で
、
整
枝
、
摘
果
、
追

肥
、
潅
水
、
病
害
虫
防
除
な
ど
の
農

作
業
を
適
期
に
行
な
い
品
質
の
よ
い

も
の
を
多
く
取
る
よ
う
に
し
ま
す
。

特
に
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
は
気
温

か
高
く
、
換
気
が
悪
い
と
病
害
虫
の

発
生
が
急
に
多
く
な
り
ま
す
の
で
殺

菌
剤
と
殺
虫
剤
を
病
害
虫
防
除
基
準

に
韮
づ
い
て
夕
方
の
涼
し
い
時
に
丁

寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
つ
の
ハ
ウ
ス
内
に
色
々
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な
野
菜
が
炸
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、

農
薬
の
選
定
に
当
っ
て
は
特
に
徳
意

し
て
、
散
布
前
に
少
し
早
月
に
収
離

し
、
散
布
後
の
収
穫
ま
で
の
日
数
を

で
き
る
だ
け
多
く
し
て
下
さ
い
。

二
、
秋
野
菜
の
栽
培

、
だ
い
こ
ん

だ
い
こ
ん
の
播
種
は
一
八
月
十
日
頃

を
目
安
に
品
種
は
官
軍
群
の
耐
病
総

太
り
を
一
株
当
り
三
～
四
粒
（
＋
ア

ー
ル
当
り
Ⅲ
弧
）
播
種
す
る
。

だ
ど
」
ん
は
根
菜
類
で
す
の
で
丁

寧
に
深
耕
し
て
下
さ
い
。

畦
巾
、
株
間
は
、
六
○
×
’
’
四
笹

位
で
、
施
肥
量
は
十
ア
ー
ル
当
り
窒

素
十
吃
、
燐
酸
Ｉ
雌
、
加
里
入
囎
（

高
度
化
成
ｓ
’
八
二
を
八
○
唾
）
を

施
用
し
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
パ
エ
の
防

除
は
Ｖ
Ｃ
粉
剤
や
エ
チ
メ
ト
ン
粒
剤

を
蒔
溝
に
＋
ア
ー
ル
当
り
六
腿
施
用

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ

や
コ
ナ
ガ
等
の
害
虫
防
除
に
は
オ
ル

ト
ラ
ン
水
和
剤
の
「
五
○
○
倍
液

を
収
穫
二
十
口
前
ま
で
に
二
－
三
回

散
布
し
ま
一
兆
収
穫
は
、
播
種
後
六

五
～
七
○
日
を
目
安
に
し
て
堀
り
取

っ
て
下
さ
い
。

目
は
く
さ
い

七
月
十
日
頃
に
播
種
し
た
、
は
く

伍甸、

さ
い
は
育
苗
期
間
二
五
日
を
目
安
に

八
月
上
旬
に
畦
巾
、
株
間
七
五
×
五

○
ｍ
位
に
定
植
し
ま
す
Ｃ

施
肥
堂
は
十
ア
ー
ル
当
り
窒
素
二

○
姥
、
燐
酸
一
八
吃
、
加
里
二
○
囎

（
高
度
化
成
Ｓ
’
八
二
を
一
八
○
埴
）

を
基
肥
に
兇
、
残
り
翅
を
結
球
開
始

期
ま
で
に
分
地
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
根
こ
ぶ
摘
発
生
地
で
は
コ

プ
ト
ー
ル
と
石
灰
窒
素
の
併
用
か
効

果
的
で
す
が
石
灰
窒
素
は
定
植
（
播

種
三
一
○
日
前
に
施
用
し
な
い
と
生

育
障
害
を
起
す
の
で
定
植
時
に
は
コ

ブ
ト
ー
ル
だ
け
を
一
株
当
り
十
ｇ
を

深
さ
十
ｍ
の
土
と
よ
く
混
ぜ
る
。

そ
の
他
、
コ
ナ
ガ
や
軟
腐
病
の
防

除
に
は
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤
「
五

○
○
倍
液
と
マ
イ
シ
ン
剤
の
「
五

○
○
倍
液
を
夕
方
散
布
し
て
下
き
い
。

目
農
薬
安
全
基
準
の
厳
守
．

、
家
用
野
菜
は
収
穫
後
す
ぐ
食
べ

る
事
か
ら
、
で
き
る
だ
け
低
毒
性
の

農
薬
を
使
用
す
る
と
共
に
、
病
害
虫

の
早
期
発
見
に
努
め
適
期
に
農
薬
を

散
布
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
野

菜
は
八
月
に
な
る
と
病
害
虫
の
発
生

が
多
く
な
り
、
農
薬
の
散
布
回
数
も

増
加
す
る
の
で
農
薬
の
安
全
使
用
に

心
が
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

催
致
し
ま
し
た
㈱

講
師
に
は
、
一

と
榎
旧
生
活
改

良
普
及
貝
を
迎

え
、
薬
量
オ
ー

バ
ー
に
な
ら
な

い
よ
う
調
合
の

仕
方
や
、
実
際

に
野
菜
の
症
状

を
示
し
、
そ
の

病
気
の
原
因
と

対
策
に
つ
い
て

な
ど
勉
強
し
ま

し
た
。
現
地
で

は
、
川
越
次
長

自
ら
農
薬
噴
霧

器
を
背
負
い
、

防
除
の
実
技
指

近
年
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
が
端
え
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
病
害
虫
の
発
牛

も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
て
、

北
根
案
地
区
農
業
改
良
普
及
所
の
協

力
を
得
て
、
去
る
七
月
一
一
十
二
日
、

二
十
四
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
現
地

青
空
野
菜
病
害
虫
防
除
講
習
会
を
開

１
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は

序至、

普
及
所
の
川
越
次
長

病
害
虫
防
除
か
ら
７
。

導
も
行
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

受
識
肴
も
各
地
区
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
典
剣
な
質
問
に
》
工
疋
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る
地
区
も
数
ヶ
所
あ
る

程
好
評
で
し
た
。

今
年
度
は
、
六
ヶ
所
稗
し
か
開
催

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
残
っ
た

地
区
は
、
来
年
度
開
雌
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

南俵橋大西一郎宅にて
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Ｉ
乳
房
炎
の
定
義

乳
房
炎
は
一
般
に
病
原
微
生
物
が

乳
腺
内
に
侵
入
し
て
引
き
起
こ
し
た

炎
症
で
、
乳
一
房
の
病
理
学
的
変
化
・

乳
汁
の
物
理
的
変
化
お
よ
び
乳
量
が

減
少
す
る
な
ど
の
変
化
を
伴
な
い
、

乳
汁
中
に
白
血
球
を
主
と
し
た
体
細

胞
数
の
増
加
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。乳
房
炎
に
は
、
搾
乳
一
石
に
よ
っ
て

霧蕊i蕊蕊:辮蕊

蕊i1鍵Rｉｉｉｉ蕊鍵i蕊iｉ 蟻蕊蕊蕊iii蕊欝；

徳永隆雪印乳業KK中標達ェ場

容
易
に
発
見
で
き
る
場
合
と
、
諸
糖

査
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

前
述
し
た
異
常
か
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
体
細
胞
数

お
よ
び
病
原
微
生
物
の
関
連
か
ら
、

正
常
な
乳
房
と
乳
一
腸
炎
の
区
別
を
次

の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

１
、
正
常
乳
房

臨
床
的
な
異
常
が
外
部
か
ら
全
く

認
め
ら
れ
ず
、
搾
乳
し
た
乳
汁
に

は
病
原
微
生
物
が
な
く
、
体
細
胞

も
正
常
な
も
の
。

２
、
乳
汁
感
染

乳
汁
中
に
病
原
微
生
物
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
体
細
胞
数
は
正

常
な
も
の
。

３
、
潜
在
性
乳
房
炎

臨
床
的
に
炎
症
の
徴
候
は
認
め
ら

れ
な
い
が
、
乳
汁
を
検
森
す
る
と

乳
房
感
染
が
認
め
ら
れ
、
体
細
胞

数
が
増
加
し
、
乳
質
に
変
化
が
あ

る
も
の
。
な
お
、
亜
臨
床
型
乳
房

炎
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

４
、
臨
床
型
乳
房
炎

乳
房
に
臨
床
的
に
炎
症
の
徴
候
が

認
め
ら
れ
、
乳
汁
中
体
細
胞
数
の

明
ら
か
な
増
加
と
病
原
微
生
物
の

増
殖
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
臨
床

型
乳
房
炎
に
は
、
急
性
乳
房
炎
と

〆■雷

慢
性
乳
一
房
炎
が
あ
る
。

５
、
非
特
異
性
乳
房
炎

病
原
微
生
物
の
感
染
が
認
め
ら
れ

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳
房
炎

の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
な

お
、
無
菌
性
乳
房
炎
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

Ⅱ乳房炎の分類

１，症状による分類

(争身症状】 【乳房の変化｣ [乳ｉｆの座化Ｉ

急,lｆｌ１ 発熱・食欲減退
敗巾姉

熱微・発赤・瘤ＩｉＭ

ｌｉｍ化一一→浮腫性
稀薄？

帯黄１

糸〈･

う゛ツ、

薄氷Nに'性乳

黄禍一赤褐色
ぐず様プツー･膿際乳

急ｊｉ龍症
亜急lfli 少し食欲減わからない

場合か多い
熱・肌鵬経度又Ｉｊ
晒緒

軽度水様性乳

仙荊件 初期わからぬ

脈・Ｉ呼吸迷浅
高熱一一→敗血症

大きく腫脹(１１＃()癌痛

倣烈→製ｸﾋﾟ性冷感青蜜
初め乳逓減のみ→水様

（褐色）乳腸の変化か

現われると漿液性～膿
様欄敗悪臭

以
上
の
乳
房
炎
の
走
義
に
お
け
る
正

常
な
乳
汁
中
の
体
細
胞
数
は
生
乳
一

“
中
、
ア
メ
リ
カ
で
は
十
～
二
十
万

個
・
’
一
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
一
十

万
個
・
ス
イ
ス
で
は
二
十
五
万
個
・

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
三
十
万
個
と
い
っ

た
よ
う
に
国
に
よ
り
種
々
で
は
あ
る

印可

魑職１
軽症咽 壷状か左い 軽度の硬結（部分的） 乳腸炎検迩（ＰＬテス

ト）で陽性を示す
体細胞数も墹加

重症型愛状がない 諾節状の硬結

時には乳房義緋

孔量減

乳房炎検在で強く陽性
体細胞数も非常に多い

２、乳房の細菌感染による分類

が
、
日
本
に
お
い
て
は
そ
の
限
定
数

は
な
い
。
し
か
し
乳
房
炎
の
疑
い
と

し
て
見
る
場
合
、
五
十
万
個
を
一
つ

の
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
。
｛
生
乳
中
の

体
細
胞
に
つ
い
て
は
農
協
だ
よ
り
第

朋
号
を
参
照
．
）

（
次
号
に
つ
づ
く
）

］Ｃ□の乳汁１１１

鼎壺綴異型ｉｌ劇''厨O鳴く数
ｌ瀬床所IL

1j血jl[&マサ冬９，
.しこり等

P１１６．５＜ 

正常乳汁

乳汁感染十

乳房感染十 －ト

非臨床型乳房炎十 -卜 -1-

臨床型乳房炎十 ＋ -|－ -卜

註）ｍｉ易臓if法としてＩＪＬテスターを使用するとよい。
細胞数はl鑓』§判定（＋）で細胞数は1Jぽ９２万/ＩＣ〔
ｐＨは色調判定（＋）でＰⅡ６．６
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牛
乳
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
曰
が

い
い

不
老
長
寿
は
、
Ⅲ
く
か
ら
人
々
の

願
望
で
し
た
。
そ
の
た
め
不
老
長
寿

に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
商
価
な
薬

草
な
ど
を
、
何
人
も
の
皇
帝
や
権
力

者
た
ち
が
捜
し
求
め
て
い
た
よ
う
で

、
了現
代
、
こ
の
不
魁
長
寿
に
役
立
つ

も
の
を
、
私
た
ち
は
案
外
た
や
す
く

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
牛

乳
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
且
を
多
く
含
む

食
品
も
そ
う
し
た
中
の
一
つ
で
す
。

も
っ
と
も
老
化
は
一
種
の
自
然
現

象
で
す
か
ら
、
完
全
に
食
い
止
め
る

と
い
う
わ
け
に
ば
い
き
ま
せ
ん
。
各

種
９
霧
鍾
素
や
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
藷

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
る
牛
乳
は

老
化
促
進
の
ス
ピ
ー
ド
を
お
き
え
る

の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
え

ま
す
。

シ
Ｕ
ｌ
ズ

体
内
の
老
化
促
進
物
質
を
分
解
し
て
老
化

を
防
ぎ
白
内
障
の
予
防
に
も
有
効
な
牛
乳

す隙が人すのた洲できと化たてう魚すの
｡害過及つが’箪人ｌｌｕ過生まにしるで戒の。－生

殿雛鱗ii旦蝿蝿
：:｣iIh翔鰕朏服鳥鮮Ｔ雛|繩
に’促管全血的せ、にあ別人を仁紫ぷ１１冊、質苔

:霊織i勝羅簔灘鱗

関
西
医
科
大
学
助
教
授

好憂月

しすい及がとうオフるをビあ変りうのｌ）身と
ま白。うぼ、といにちこ分タる性ポ色細まのい
す内説しＥ［こうす、と解ミ、たう素胞すちう

力〔腱艀鵬潴Ⅶし:６１ｋ艀鮴ポ階
老あ力るの、で、ミか無はわく＞積、尤密仁
化ら仁の発段す老ンつ毒、オＬがもし’」、接、
現ゆなて生近゜化Ｂ望て化こて結、てポ宅な’Ⅲ
象る勺はに、肋をいすのい今過し、－７人か管

Ｅ穏郵鰡偕揮鯛腓iiii講船糊
てにてか影化,役と。き化でも脂。ン枢Ｉ）化
起発い、響脂立るすの脂すの質二と神がは
こ症まとを面つよなあ質・てとのし、経あ全

伊
原
信
夫

牛
乳
の
効
用
③
’

乳

る
率
が
圧
倒
的
に
高
い
病
気
で
｛
し
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

眼
球
仇
中
に
ば
、
‐
カ
メ
ラ
で
い
う
と
明
ら
か
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

レ
ン
ズ
の
役
割
を
す
る
水
晶
体
が
あ
ビ
タ
ミ
ン
母
が
欠
乏
す
る
と
白
内

り
ま
す
。
水
晶
体
を
構
成
す
る
細
胞
陣
を
招
く

が
変
性
を
起
こ
し
、
水
飴
体
か
曰
く
そ
こ
で
白
内
障
の
予
防
に
は
、
過

り

混
濁
し
、
視
〃
の
低
下
を
招
く
の
』
砥
・
酸
化
脂
澁
景
一
排
除
す
る
こ
と
が
大
切

白
内
障
で
す
．
最
終
的
に
は
失
明
に
に
な
っ
て
き
悲
五
こ
う
し
た
過
酸

い
た
る
大
変
な
病
気
と
い
え
ま
す
．
化
脂
質
を
分
解
し
、
無
毒
化
す
る
の

こ
の
水
晶
体
の
変
性
と
過
酸
化
脂
が
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

質
の
関
係
に
つ
い
て
、
名
古
屋
大
学
牛
乳
な
ど
の
食
品
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

の
八
木
国
大
酔
謬
技
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ミ
ン
Ｈ
な
の
で
す
や

研
究
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
ネ
｜
〃
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｈ
と
白
内
障
の

ズ
ミ
の
眼
球
か
ら
水
晶
体
弄
彌
出
し
関
係
に
つ
い
て
も
、
八
木
對
緯
振
実

て
、
過
酸
化
脂
質
を
含
む
液
体
の
中
験
を
行
っ
て
い
ま
、
可
動
物
に
ビ
タ

に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
水
晶
体
の
膜
を
ミ
ン
且
欠
乏
症
を
起
こ
さ
せ
た
場
合

つ
く
っ
て
い
る
た
ん
ぱ
く
質
が
変
性
あ
ざ
や
か
に
白
内
障
を
起
こ
し
て
き

を
起
こ
し
た
．
と
い
う
も
の
で
す
。
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
水
晶
体
に
混
濁
が
生
じ
で
す
か
ら
、
老
化
や
白
内
障
を
防

ま
し
だ
。

ぐ
た
め
に
は
、
日
常
的
仁
ビ
タ
ミ
ン

別
の
実
験
で
、
血
液
中
の
過
酸
化
砂
を
補
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
”

脂
質
か
、
簡
単
に
眼
球
の
巾
に
移
行
食
物
の
豊
富
な
今
日
で
も
、
潜
在
的

し
得
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
血
に
ビ
タ
ミ
ン
田
欠
乏
症
が
か
な
り
ふ

液
中
に
入
り
込
ん
だ
渦
醸
化
脂
質
は
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
の
で
、
補
給

房
水
を
総
て
水
晶
体
に
入
る
の
で
す
。
し
な
い
と
な
お
さ
ら
危
険
で
す
。
ビ

房
水
と
は
、
水
晶
体
の
周
囲
を
循
環
タ
ミ
ン
且
を
多
く
含
有
す
る
食
品
と

し
な
が
ら
、
栄
養
物
と
老
廃
物
の
物
し
て
は
、
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る

質
父
換
の
役
目
を
す
る
液
体
で
す
。
牛
乳
の
ほ
か
、
レ
バ
ー
、
海
藻
類
、

こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
、
血
液
中
の
一
旦
類
、
緑
色
野
菜
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど

過
酸
化
脂
質
が
白
内
障
の
発
症
に
深
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｆ、
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過
酸
化
脂
質
を
分
解
す
る
物
質
に
ま
た
過
酸
化
脂
質
を
ｕ
‐
か
ら
と
ら
－
メ
ン
な
ど
の
中
に
は
、
過
酸
化
脂
題
で
一
％
不
摂
生
し
て
い
る
と
、
体
害
き
れ
ま
す
。

は
、
ビ
タ
ミ
ン
砂
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
も
必
要
で
質
が
多
量
に
生
じ
て
い
る
場
合
が
あ
内
の
酸
素
利
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
き
や
、

ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
あ
り
ま
す
。
す
．
古
い
油
や
占
い
油
で
加
工
さ
れ
り
ま
す
。
長
時
間
太
陽
光
線
に
さ
ら
な
い
お
そ
れ
も
あ
り
、
過
酸
化
脂
質
食
事
が
不
規
則
に
な
っ
て
い
る
と
き

こ
れ
ら
を
含
人
で
い
る
食
品
も
摂
取
た
食
品
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
、
Ｌ
さ
れ
て
い
た
魚
の
干
物
も
同
様
で
す
。
が
で
き
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
に
は
、
牛
乳
な
ど
を
補
っ
て
、
円
内

す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
ポ
テ
ト
チ
Ｍ
ブ
ス
な
ど
杣
で
揚
げ
た
そ
の
他
、
心
身
の
疲
労
や
栄
養
の
う
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
”
当
陣
や
老
化
の
子
防
に
役
立
て
て
い
た

し
よ
う
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
｜
フ
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
不
摂
生
も
問
然
、
過
酸
化
脂
質
の
解
毒
機
樵
も
陣
だ
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。
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；
．
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Ｊ
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；
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ｆ
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・
’
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…
…
・
・
・
園
，
ｊ
…
…
…
・
’
囑
厭
…
・
…
～
…
…
・
；
…
・
…
！
～
…
塾
，
…
ｉ
‐
！
…
…
・
…
ｒ
…
～
～
…
…
ｆ
…
・
…
．
．
…
…
．
！
…
．
：
…
・
値
菖
…
：
…
ｊ
…
厭
僅
１
１
．
，
Ｊ

交通事故に遭わない、
起こさない

～ある書物より～

，
ア
Ｉ
危
い
“
ア
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
か
も
「
と
こ
ろ
に
よ
る
と
ス
ト
レ
ス
を
高
じ
ざ
捨
て
た
タ
バ
コ
の
火
か
疋
で
火
事
に

こ
ん
な
経
験
を
し
た
人
は
車
を
運
転
〃
｛
寧
全
を
心
掛
け
る
事
に
よ
っ
て
未
せ
る
様
な
状
況
下
で
は
神
経
か
緊
張
な
っ
て
も
放
火
魔
が
火
を
つ
け
た
時

し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
一
度
然
に
防
げ
る
事
が
出
来
る
は
ず
で
す
〃
し
そ
れ
が
引
き
金
と
成
っ
て
そ
の
日
と
何
じ
ほ
ど
大
き
な
火
災
に
成
り
ま

や
一
一
度
は
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
不
慮
の
事
故
と
は
人
を
傷
つ
け
る
〒
が
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
翌
日
に
危
す
。
一
．
そ
こ
ま
で
考
え
が
回
ら
な
か
つ

今
や
、
車
は
人
間
の
生
活
上
無
く
て
想
外
の
出
来
事
で
す
。
人
々
は
安
全
険
を
冒
す
様
な
行
動
に
出
る
事
が
あ
た
」
と
言
う
。
う
つ
る
な
響
き
を
持

は
な
ら
な
い
便
利
な
足
と
成
っ
て
い
性
を
欠
く
行
動
や
習
慣
に
よ
っ
て
不
り
ま
す
。
特
に
一
一
十
オ
前
後
の
年
令
っ
言
い
訳
は
不
慮
の
事
故
で
親
族
を

る
反
面
、
一
旦
操
作
を
誤
ま
る
と
危
臆
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
．
不
の
人
は
そ
の
則
能
性
は
強
い
と
一
一
一
一
口
わ
失
っ
た
人
に
は
何
の
慰
め
に
も
成
り

険
・
な
凶
器
に
も
成
り
か
ね
ま
せ
ん
。
鮨
腫
の
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
り
回
避
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。
安
全
法
規
才
顧
み
な
い
人

“
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
に
“
ど
ん
な
人
し
た
り
す
る
に
は
的
確
な
判
断
力
が
又
、
判
断
力
を
身
に
請
け
る
二
つ
が
致
命
的
な
車
故
を
引
き
起
し
た
場

の
身
に
も
不
臘
榴
の
事
故
が
臨
み
得
ま
求
め
ら
れ
ま
す
ｂ
ど
う
し
た
ら
的
確
Ｈ
は
自
分
の
避
極
の
技
術
の
限
界
を
合
刑
法
上
の
過
失
致
死
罪
に
問
わ
れ

｛リロ
な
判
断
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
で
し
よ
り
一
［
増
わ
き
ま
え
る
事
で
す
回
る
結
果
に
成
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
っ
た
そ
の
時
一
よ
う
か
。
ま
ず
怒
り
や
感
情
的
な
動
災
難
が
あ
る
と
一
局
を
す
く
め
て
「
安
全
管
理
は
人
々
の
旧
常
生
活
の

寸
し
た
よ
そ
見
が
貴
方
を
そ
し
て
愛
揺
と
は
無
縁
の
運
膳
す
る
に
ふ
さ
わ
あ
れ
は
事
故
だ
か
ら
ど
う
し
ょ
う
も
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。

す
る
家
族
を
苦
痛
の
泥
沼
へ
と
引
き
し
い
お
だ
や
か
な
心
体
で
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
」
と
一
言
う
だ
け
で
終
ら
せ
牛
の
所
有
者
は
自
分
の
家
畜
が
人

ず
り
込
ん
で
行
き
ま
す
。

な
り
ま
せ
ん
。

て
し
ま
う
事
が
あ
る
様
で
す
。
し
か
を
突
く
事
の
な
い
よ
う
角
を
切
り
落

今
や
交
通
事
故
は
一
一
○
世
紀
の
社
一
｝
こ
一
両
日
の
間
に
心
配
事
あ
る
し
｝
心
臓
の
事
放
の
為
に
体
が
利
か
な
し
安
全
対
策
を
施
さ
な
け
れ
ば
成
り

会
的
に
重
視
さ
れ
て
い
る
悲
し
い
問
い
は
何
ら
か
の
聞
題
で
増
え
覗
又
、
く
な
っ
た
り
化
亡
し
た
り
す
る
事
が
ま
せ
ん
で
し
た
砦
（
エ
ジ
プ
ト
記
よ
り
」

題
と
成
っ
て
い
ま
す
。

気
が
立
っ
て
い
る
様
な
事
は
あ
り
ま
多
い
山
無
謀
な
運
転
を
す
れ
ば
煙
を
常
に
安
全
を
心
掛
け
て
い
れ
ば
不
慮

し
か
し
不
嵩
轌
の
事
故
十
件
の
う
ち
せ
ん
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
用
心
し
な
吹
く
銃
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
丸
と
同
の
事
敗
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
り

九
件
は
未
然
に
防
い
だ
り
回
避
し
た
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
ゆ
う
時
じ
ほ
ど
確
実
に
人
を
殺
す
事
に
成
り
ま
＋
Ｌ

り
す
る
事
が
凸
一
次
二
一
１
．

こ
そ
事
尋
故
を
い
た
っ
て
起
こ
し
や
す
誤
っ
て
毒
物
を
服
用
す
れ
ば
故
意
に
ゆ
っ
く
り
運
転
し
て
一
饗
通
事
金
政
に

不
慮
の
事
故
と
は
一
一
一
一
弓
て
も
生
ず
い
状
態
で
あ
る
か
ら
で
す
。

服
用
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
命
取
遭
な
い
起
こ
さ
な
い
様
に
し
た
い
も

べ
く
し
て
生
ず
る
と
い
う
事
を
忘
れ
心
理
学
の
種
々
の
研
究
の
示
す
と
り
に
な
り
ま
す
』
又
、
軽
率
に
投
げ
の
で
す
。

〆､｝

〆写､､
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別
海
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
、
昭
和
六
○
年
度
根
室
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
か
去
る
一
一
五
日

別
抑
町
の
農
村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

新
築
さ
れ
た
屋
内
共
進
会
場
（
コ

ミ
「
一
一
一
テ
１
セ
ン
タ
ー
）
は
多
目
的

施
設
と
し
て
造
ら
れ
、
管
内
規
模
の

共
進
会
を
行
う
に
は
狭
く
、
嚇
企
は

屋
外
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
日
以
卜
も
ぐ
ず
つ
い
て
い
た
天

候
も
こ
の
日
は
快
晴
の
夏
日
と
な
り

柁
草
づ
く
り
を
気
に
し
な
か
ら
の
共

進
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
品
頭
数

は
約
一
一
三
Ｃ
頭
と
多
く
又
、
参
観
満

も
例
年
に
な
く
多
か
っ
た
の
か
目
立

ち
ま
し
た
。

密
脊
貝
に
催
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
農
協
の
職
員
で
、
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
登
録
協
会
北
海
道
支
局
審
査
課

長
の
河
合
雄
三
氏
が
管
内
で
は
じ
め

て
行
い
ま
し
た
が
、
審
企
の
進
行
、

序
列
、
講
評
共
に
一
一
一
拍
ｆ
揃
っ
た
感

根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

農
協
別
団
体
賞
第
３
位
に
入
賞
ノ

が
あ
り
、
出
品
者
、
参
観
者
に
大
変

好
評
で
し
た
。

中
標
津
川
農
協
管
内
は
四
二
頭
の

出
品
申
し
込
み
を
し
、
最
終
的
に
は

一
一
一
一
一
頭
か
出
品
し
ま
し
た
か
、
”
中
標

部

１ 

２ 
ＩＪＩ 

万・贋 位

ロ
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Ⅱ
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サニーテ斜一几レルドア
l等２恥 傘道lⅡ品jiiil［ＩＨｌｌミ

バーグヶリスチナ

ベットエレベーション

デボゴターガール
'’３席 Ⅱ｜村ｉＩｆ身 J， 

〆=、 席
□

１
 

Ｊ
Ｊ
 

１
 

サニーテールアー)しチエ２
４
５
６
８
Ⅲ
〃

！、正臓正 『，

マＵ－ソーエフ

カバネスタイロー
Jl211ii 冊付穂

ハこ几

ピーァチェニランプ浄ラーJ」

松本正、 傘道出品

津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
ス
タ
ー
ト
の
第

一
部
か
ら
＋
灸
健
斗
し
、
炸
上
別
山
‐
終
っ

た
と
こ
ろ
で
す
で
に
五
頭
の
全
道
共

進
会
出
品
権
利
を
獲
得
し
「
未
経
雄

牛
に
強
い
中
標
津
」
の
印
象
を
強
烈

[Ｂ・Ｕ】 マリー

ペスチャークレベリー

クリスタン
久我徹也２尋１１ｌｉｌｊ Ⅱ 
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に
与
え
ま
し
た
。
午
後
の
経
産
牛
の

部
で
も
、
初
産
級
、
成
牛
級
、
乾
乳

の
部
等
で
上
位
入
賞
を
果
し
、
審
杢

終
了
毎
に
発
表
さ
れ
る
、
農
協
別
団

体
得
点
は
常
に
上
位
に
在
り
「
今
年

の
中
標
津
は
強
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
最
後
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決

定
審
森
は
屋
内
共
進
会
場
で
行
わ
れ

未
経
産
の
部
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、

弾
正
原
牧
場
出
品
の
、
サ
ニ
ー
デ
ー

ル
、
ア
ー
ル
チ
ェ
、
マ
リ
ー
、
ジ
ー

エ
フ
号
（
繁
殖
巷
、
佐
伯
雅
視
牧
場
」

が
下
馬
評
通
り
堂
々
獲
得
い
た
し
ま

し
た
農
協
別
団
体
賞
最
終
結
果
は

中
春
別
、
別
海
に
次
い
で
第
三
位
、

全
道
共
進
会
へ
は
過
去
タ
イ
記
録
の

八
頭
と
な
り
ま
し
た
。
科
部
上
位
入

賞
牛
は
別
表
の
通
り
で
す
。

qr形

戸頃、

今
年
出
品
さ
れ
た
牛
を
種
牡
牛
別

に
み
る
と
未
経
産
の
一
番
若
い
部
で

は
、
ウ
ッ
ド
バ
ィ
ン
エ
レ
ベ
シ
ョ
ン

ナ
イ
ト
印
、
ブ
ラ
カ
ン
デ
ー
ル
サ
ー

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
、
オ
ー
ク
ヒ
ル
ラ

ン
チ
キ
ッ
ト
の
順
に
多
く
こ
の
三
種

牡
牛
で
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
又
未
経
産
全
体
で
は
ロ
ソ
ク
リ

ン
マ
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
リ
ナ
ー
と

ウ
ッ
ド
バ
イ
ン
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ナ

イ
ト
が
多
く
十
六
頭
づ
つ
出
品
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
経
産
牛
の
傾
向
は
ブ

ラ
ウ
ン
デ
ー
ル
サ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
が
三
四
煩
と
断
然
ト
ッ
プ
で
、
未

経
産
の
部
と
合
計
す
る
と
約
四
五
頭

で
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
全
蝋
時
代
を
伺

わ
せ
て
お
り
ま
す
。
経
産
牛
を
能
力

的
に
見
ま
す
と
初
産
牛
の
平
均
乳
荒

は
一
一
一
○
五
日
で
、
六
、
六
○
六
キ
ロ
グ

ラ
ム
。
’
’
一
産
牛
で
は
八
四
○
九
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
共
進
会
牛
は

乳
が
出
な
い
と
い
７
イ
メ
ー
ジ
は
捨

て
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
系
統
共
進
会
も
次
は
八
月

三
十
一
日
’
几
月
一
日
の
一
一
、
間
開

催
さ
れ
る
全
道
共
進
会
を
迎
え
る
訳

で
す
が
、
今
回
選
ば
れ
た
牛
に
つ
い

て
は
是
非
出
品
ざ
れ
健
闘
さ
れ
ん
事

を
祈
り
ま
す
。

部 順位 禽号 111茄者

l等２ｍｉ
ザ｣-.‐‐デーールシルごア

バー･グク:ノスチーノー
iili・liE原：:そ 全道lll1筋

〃３１iｉｉ
ペットニレベーシ:ﾖン

デボジターガール
｣|;村１１￥勘

}’。席
Ｊﾛ■′丙１
，０｣ﾐェノ

げ･ニー・デ.,ルアールチエ

マIﾉージーゴーフ
lmL:1弓､i〔『:1.二

４ Ｊｌ２ｊ刑
ガバネスタイＴＴ。

ベル
ifiiト､ｌ穂

￣ 

ｂ 

<Ｂ・〔ｱ）

ピーアチーエランーブラー。

マ''--
松本エ:皿 全道lＩＩ１ｉｉｊ

６ ２笄１１】ガ
パスチャークレベl'・－

ク】ノスタニ
久我敏山

只
一 ﾕ等４席

パインデーール

ハツヒメバー‐ク
福};;信一

10 }ノ２膳
_ワッコネン．-Fテーョー．

プレシャスクリスタン
桜ﾗｲ:幸・・

lJ3席
オレーター

=]ピーライ！
ｊＩｌｌ寸濡身
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日
本
大
学
農
獣
医
学
部
の
酪
農
実

習
生
一
○
八
名
か
七
月
一
一
十
一
一
一
日
中

標
津
川
入
り
し
ま
し
た
。
日
上
の
酪

農
実
習
は
学
校
の
教
科
単
位
仇
巾
に

含
ま
れ
実
践
を
迎
じ
実
習
し
北
海
道

農
業
労
務
に
耐
え
う
る
身
体
と
北
海

道
農
業
に
協
力
す
る
精
神
を
義
７
事

を
目
的
と
し
行
な
わ
れ
今
年
で
十
一

年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
競
初
に
児

玉
組
合
長
よ
り
受
け
入
れ
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
次
に
日
大
救
援
武
石
先

生
の
挨
拶
と
注
意
事
項
等
の
説
明
を

い
た
だ
き
、
別
続
き
受
入
農
家
と
実

習
化
と
の
対
面
式
が
行
わ
れ
学
生
番

号
、
名
前
、
受
入
れ
農
家
の
名
前
が

紹
介
ざ
れ
両
〃
共
緊
張
し
た
巾
に
も

学
生
の
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
と

冨
図
一
・
ｆ
電
一
・
・
一
：
：
・
ざ
三
富
・
盲
書
ご
ｇ
昌
一
・
…
置
豊
Ｊ
１
・
急
・
Ｉ
：
～

nＦ…←0■■Ⅱ■■￣ﾛ■■■.?■Ｆ￣UO＝Ｆｕ.UuO■..BHU閲ﾛｰｰｰﾆﾛｴﾛ■.△.､U■. 甘
大
実
習
生
元
気
に
中
標
津
町
入
ル

根flllホクレン肥料㈱

－
１
．
ｉ
膜

別海工場操業開始／

本年７｝ｌ［｜」より従liWJlUU：

ihFlllJMuuL株式会社から系統肥：

将事業の一塊をiⅡうへ<新た１
に「`限flll`ｋ々レンIHL料株｣[会』

辻』が‘…』し粒状''『d企肥料｜
(ＢＢ）の製造を『」う二とに左・

りました。二ｊＬｌ＝より系統Ｂｊ

Ｂ１ＩｌＬ料は59肥まで+Hf広l弔場かく
らの供給であ')主したか60肥：

ゲ

より全牡!ＩＩ池１２場からの供給；
となります。）

ｉ ｏエ場所在地

別海町別海川上町145の７１
○操業能力

年間約3ｑ000トン
ｉ ｏ取扱銘柄‘

草地用ＢＢ肥料約10銘柄-

.,,,0m--0…，,,Mm-､，“，山一…１．－塵.---：

〕

Ｐ
Ｆ
。
■
１
■

の
声
に
雰
圏
気
も
和
ら
ぎ
両
手
に
荷

物
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
実
習
の
場
へ

と
き
え
て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

一
ヶ
月
間
実
習
と
労
働
に
汗
を
流
し

全
員
元
気
で
実
習
を
終
る
事
を
期
待

し
ま
す
。

一Ｃ』ＤＪ■Ｂ１Ｊロニーニ昌一Ｃ仁ｒ●１１Ｊ目弓・一口二季

叔照酌

別
年
代
は
、
成
人
病
の
時
代
と
い

わ
れ
て
い
ま
｛
九

化
因
を
み
て
も
、
｜
位
は
ガ
ン
、

｜
｜
位
が
脳
血
管
障
害
：
］
》
位
は
心
臓

病
と
い
ず
れ
も
成
人
柄
か
占
め
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
二
れ
か
ら
は
成

人
病
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
健
康
法

の
基
本
に
な
り
ま
す
七
と
こ
ろ
か
、

成
人
炳
仁
は
一
つ
非
常
に
厄
介
鞍
特

徴
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
細
蔚

の
よ
う
に
外
か
ら
や
っ
て
く
る
原
因

に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
と
違
っ
て
な

か
な
か
早
期
に
症
状
が
現
わ
れ
な
い

と
い
う
特
徴
で
一
丸
そ
し
て
、
自
覚

症
状
を
感
じ
た
時
に
は
手
遅
れ
の
場

合
が
多
い
と
い
う
始
末
に
お
え
な
い

点
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
血
圧
が

相
当
に
高
く
て
も
普
通
の
人
だ
と
そ

れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
さ
ん
の
場
合
も
、
砿
高
血
圧
か

鋤
下
妓
低
血
圧
か
川
Ⅷ
と
い
う
脳
卒

中
寸
前
の
高
血
圧
が
発
見
さ
れ
ま
し

標
記
の
飲
用
と
も
補
償
金
は
煙
当

り
Ｏ
、
○
八
五
九
円
、
加
工
と
も
補
償

金
｛
上
〈
計
で
積
立
て
い
た
分
）
囎
当

昭
和
弱
年
度
酪
農
裁
策
事
業
に
伴
う
飲
用
と
も
補
償
と
加
工
と
も
補
償
の
積
算
瞳
つ
い
て

■
ｂ
■
■
 

＊
成
人
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
＊

た
が
、
全
く
自
覚
が
な
く
、
本
人
も

自
分
の
血
圧
か
こ
れ
ほ
ど
高
い
ニ
レ
ー
｜

に
全
然
気
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
血
圧
で
き
え
二
の
く
ら
い
で
す

か
ら
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
か
高
い
こ
と
に
気
づ
く
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
気
が
つ
こ
う
と

つ
く
ま
い
と
、
高
血
尿
や
高
脂
血
症

が
長
く
つ
づ
け
ば
血
管
が
早
く
ポ
ロ

ボ
ロ
に
な
り
ま
す
。
成
人
病
対
策
の

基
本
は
早
期
発
見
、
早
期
袷
療
に
つ

き
る
わ
け
で
す
が
症
状
が
な
か
な
か

あ
ら
わ
れ
な
い
成
人
病
の
早
期
発
見

は
今
ま
で
仇
よ
う
な
医
者
の
か
か
り

方
で
は
不
可
能
で
す
。
す
な
わ
ち
症

状
が
で
て
か
ら
医
者
に
い
こ
う
と
い

う
方
法
で
は
成
人
病
の
早
期
発
見
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
症
状
が

出
た
時
に
は
す
で
に
手
お
く
れ
の
こ

と
が
多
い
か
ら
で
す
。
成
人
病
の
早

期
発
見
の
方
法
は
た
っ
た
一
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
加
水
・
を
す

リ
○
，
’
○
九
九
円
は
、
五
九
年
度
受

託
一
等
乳
量
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
糀
算

き
れ
、
飲
用
は
七
月
卜
几
日
加
工
は

￣ 

～ 

戯［ 伊電､

と
も

加
工

日程及び場所

ぎ
た
ら
、
症
状
か
全
く
な
く
、
自
分

は
応
気
だ
、
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て

も
年
一
同
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
う

こ
と
、
こ
れ
し
か
な
い
の
で
す
。
帥

年
代
の
人
類
の
敵
、
成
人
病
か
ら
身

を
守
る
刀
法
と
し
て
、
今
年
も
是
非

検
診
を
う
け
て
下
さ
い
。

七
月
二
十
日
付
で
各
人
の
組
勘
え
振

込
み
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
丈

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
、
保
健
推

進
員
さ
ん
か
ち
ら
し
を
配
布
し
主

す
の
で
そ
れ
を
御
ら
ん
下
さ
い
。

午前９{彫～101聯30分 午後111寺－２時30分

８月

１９日(月)
若竹

【へき地蝶会所）
養老牛

（福祉会館）
開腸・北JlI
（福祉会館）

武佐
［福祉会館）

俵愉
（LL活鮪）

侯群・西中
(特Idl1Bjと子の家：

当Ｉ１ｌｌｔ
（研修会館）

２０日0．

武慌

〈福祉会館）
２１日㈱

魁lliil・南’｜
〈青年の館）

２２日嗣

つ
い

協和・南’｜
（協和会館）塵

曰陶

午前９時～l()時30分 午１ 1Ⅱ歩-.2時30分

(月）

ｶﾘｰバハ
ペコ1．

(へき地集会所）
港21ョ

福祉会館〉

2［ 快）
当１１'％
(研修会館）

陽・北沖
福祉会館）

2１ ㈱
武佐

(猫祉会館〉
住

福祉会館）

2２ ㈱
聡lliil・南：;：
<青､年の館）

艦
41二滴鮪）

23日圃 協jlHu・南ｒ:；
(協淑会館）

俣蒋・西Ⅱ:：
<特1.11昨と-｣この家）
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第
四
回
理
事
会

開
催
月
日
七
月
九
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
給
与
規
程
の
一
部
変
更
並
び
に

職
組
か
ら
の
要
求
事
項
に
対
す
る

回
答
に
つ
い
て

給
与
規
程
の
一
部
変
更
は
原
案

ど
う
り
決
定
し
、
職
組
か
ら
の
要

求
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

は
、
定
昇
ベ
ア
初
任
給
等
は
承
認

さ
れ
、
一
部
検
討
見
直
し
他
は
現

行
ど
う
り
で
回
答
を
決
定
し
ま
し

た
。

亡奎ｉｉｉ總禦蓬::YII塗］

昨
年
七
月
二
十
六
日
．
中
国
内
議
古

か
ら
七
名
（
中
標
津
町
農
協
、
五
名
、

計
根
別
農
協
、
｜
名
、
根
室
農
協
、
一

名
）
の
研
修
生
が
、
酪
農
実
習
生
受
入

協
議
会
（
会
長
、
佐
藤
絃
康
）
を
窓
口

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
｜
年
間

の
研
修
を
終
え
て
、
七
月
二
十
日
齢
岡

し
た
。

言
葉
、
生
活
習
慣
の
通
い
で
、
混
乱

す
る
場
面
は
あ
っ
た
が
、
受
入
農
家
の

暖
か
い
指
導
と
、
毎
月
一
回
の
集
合
研

集
に
よ
る
、
酪
農
技
術
の
学
習
、
社
会

面
の
学
習
な
ど
多
岐
に
渡
る
研
修
と
あ

事
会
の
経
過
Ｉ

二
、
昭
和
六
○
年
度
制
度
資
金
の
追

加
巾
込
に
つ
い
て

資
金
名
、
畑
作
営
農
改
善
資
金

一
件
四
、
○
○
○
千
円

融
資
額
三
、
六
○
○
千
円

貸
付
を
承
認
し
決
定
し
ま
し
た
。

三
、
系
統
各
連
の
事
業
配
当
に
よ
る

外
部
出
費
の
取
得
に
つ
い
て

各
々
承
認
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
．

四
、
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

本
人
濫
令
・
病
弱
の
た
め
と
、
各

々
後
継
者
に
譲
渡
し
満
度
に
達
す

る
こ
と
で
承
認
さ
れ
決
定
し
ま
し

た
。

っ
て
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
集
合
研
修
で

は
、
合
い
間
を
見
て
仲
間
の
理
腱
を
し

た
り
、
街
へ
出
て
、
デ
パ
ー
ト
に
出
か

け
た
り
、
中
標
津
で
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
研
修
生
に
と
っ
て
、
見

る
、
聞
く
も
の
全
て
が
勉
強
と
な
り
．

大
き
な
収
種
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

中
国
研
修
生
の
受
入
れ
は
始
め
て
で

日
中
友
交
を
旗
印
に
、
受
入
農
家
を
始

め
と
す
る
、
各
側
係
機
関
の
御
指
導
、

御
協
力
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

裡唖目、

五
、
業
務
機
構
の
一
部
改
定
に
つ
い

て

あ
ら
た
に
金
融
推
進
係
を
設
け

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
第
八
回
農
民
運
動
会
開
催
日
程

に
つ
い
て

開
催
月
日

八
月
十
九
日
（
胴
大
の
場
合
は
中
止
一

開
催
場
所

中
標
津
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ニ
、
固
定
資
産
濫
査
日
程
に
つ
い
て

駐
在
Ｒ
、
七
月
二
－
三
日
実
坐
哩

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
視
察
研
修
に

つ
い
て

役
員
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
視
察

研
修
は
、
六
○
年
度
と
六
一
年
度

第611回

北海道警察官の
募集について

一
今
．
飛
雌
の
と
き
。
こ
の
道
．

手
応
え
あ
り
》

今
．
轡
察
で
は
、
若
く
、
正
義
感
あ
ふ

れ
る
君
達
の
応
蕊
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「
受
付
期
間

昭
和
六
○
年
八
月
五
ｎ
か
ら
同

年
八
月
二
六
口
ま
で

二
、
印
‐
し
込
み
光

中
標
津
町
大
通
北
四
丁
目

中
標
津
鱗
察
署
野
務
係

遜
話
二
局
一
一
一
五
一

内
線
二
二

又
は
、
最
寄
り
の
駐
在
所
迄

と
二
回
に
分
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

四
、
生
産
資
材
倉
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

取
換
え
に
つ
い
て

電
動
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
取
換
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

「
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

二
、
ｎ
大
実
習
生

七
月
二
十
三
日
、
’
’
○
渦

長
崎
農
業
高
校
実
習
生

七
月
十
九
日
九
堵

の
受
入
に
つ
い
て

一
一
一
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー
の
受
入
に

つ
い
て

中
標
津
町
農
協
一
二
一
戸

計
根
別
農
協
九
二
戸

df7要冗

七
月
十
七
日

四
．
会
計
検
査
の
受
検
結
果
に
つ
い

て

五
、
生
活
店
舗
外
部
塗
装
工
事
に
つ

い
て

六
、
配
合
飼
料
の
価
格
改
定
に
つ
い

て

七
、
そ
の
他
購
買
業
務
の
状
況
に
つ

い
て

八
、
事
務
所
増
改
築
設
計
の
経
過
に

つ
い
て

九
、
第
二
回
農
業
祭
の
結
果
に
つ
い

て

十
、
農
協
出
資
の
各
団
体
、
会
社
の

決
算
状
況
に
つ
い
て

十
一
、
六
月
末
財
務
の
状
況
に
つ
い

て

三
、
受
験
資
格

昭
和
一
一
一
三
年
四
月
二
日
か
ら
、
昭

祁
四
三
年
四
月
一
日
迄
に
生
ま
れ

た
男
子

Ｈ
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の

卒
業
者
（
昭
和
六
一
年
三
月

卒
業
兇
込
め
巷
を
含
む
。
）

ロ
前
記
以
外
の
者

（
昭
和
六
一
年
三
月
高
校
卒

業
兄
込
の
者
を
含
む
。
）

四
・
そ
の
他
、
不
明
の
点
は
、
中
標

津
瞥
察
署
警
務
係
又
は
、
逓
寄
り

の
駐
在
所
で
お
尋
ね
下
き
い
。
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・
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シ
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｛
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一
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灯
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一
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」
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芦
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一
一
一
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・
唇
匡
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匡
一
罰
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・
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」
）
｜
研
二
》
弾

国
司
嵩
！
『
殿
山
『
｜
』
．
・
片
野
莞
蕊
『
｜
謹
誇
こ
び
気
汁
」
澤
陛
玲

挿
塗
簾
』
」

（
Ｈ
一
二
斤
一
一
一
砺
鄙
『

謬
璋
｜
の
喬
嘩
鵬
一
旗
一
堀
『
一
『
「
・
民
厘
一
一
一
一
邪
．
』
ユ
・
露
閂
弓
」
眩
』
．

（
里
ご
認
》
一
環
觜
・
飾
苓
「
｝
］
「
瀞
（
凰
鵯
』
声
『
｜
｜
叫
一
一

蜀
苫
Ｓ
令
『
罰
圀
、
｜
趨
計

斥需丙

北
根
室
地
区
農
業
改
良
協
議
会
が

主
体
と
な
り
進
め
て
き
た
土
壌
診
断

室
の
整
備
か
完
了
し
、
土
壌
診
断
事

業
の
推
進
に
拍
車
が
か
か
っ
て
き
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
北
根
室
の
三
町
、

四
農
協
と
農
業
開
発
公
社
が
会
員
と

な
り
、
当
地
方
の
土
壌
改
良
の
推
進

方
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し

北
根
室
普
及
所
に
診
断
室
を
設
置
し

て
い
る
か
、
本
年
よ
り
一
一
一
ヶ
年
計
画

で
始
ま
っ
た
土
壌
診
断
の
推
進
に
合

わ
せ
、
最
新
機
器
の
整
備
を
行
っ
た
。

年
間
四
○
○
○
～
四
五
○
○
検
体

に
及
ぶ
土
壊
の
分
析
と
解
析
の
迅
速

化
を
図
る
た
め
、
原
子
吸
光
光
度
計
、

分
光
光
度
計
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
｜

式
と
エ
事
費
を
含
め
、
約
五
百
五
十

万
円
を
か
け
て
蜷
備
し
た
も
の
で
、

草
地
台
帳
の
整
備
に
よ
る
閥
場
の
管

理
と
解
析
デ
ー
タ
の
サ
ー
ビ
ス
、
各

関
係
機
関
の
指
導
等
に
よ
り
、
収
量

増
や
、
肥
料
の
無
駄
な
投
入
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

充
実
す
る
ノ

土
壌
診
断
室

一
ｍ
ｍ
ｎ
町
・
■
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片野博
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西村徳守
西垣洋

保科清

松岡喜代之助

田代昭
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安江孝男

瓢持広昭

斉藤靖
山口宏幸

峰松秀樹
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川村清身
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滝本広
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町田芳照
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藤井弘美
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佐藤載康

松本幸男
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竹一Ｆ日吉
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氏名 、ＪＬ－少白
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旬 下旬 氏名 上旬 中旬 下旬 氏名 上旬
ｌｌＪ 

旬 下旬
西１１１‐‐義 真野光章 武［Ⅱ

佐々木邦夫 群島旱 後水意子 lＬ Iし

赤波江・・彦 ３Ｄ！ 佐藤憲治
■ 

￣卍■ 久保栄興 １』

:］下一一芳 休震忠男 新ラi：奥

加茂ｉＥ殿 1.,’ 佐藤和男 １１， 片野博 ０１０ 

佐々木政ガテ 塩ｌＩｉ評治 第二僧 落 ｕ区二

二友盛１丁 蕊十風徳灰 ]ゾ 西村,徳守

高島・頁作 Ⅱ1Ａ；抑繁 'し 西垣洋 lし

福島信一一 L:；本秀夫 保科情

古田起雄 安達和永 松岡喜代之助

木多萌 志賀詔一 田代昭 lＵ 

[!:’村敏夫 １． 志賀正治 ﾅi：［ＩＮｌ」..

真野男 ０ 
｡ 

－仏 篠永栄 安江孝男

多田俊夫 1Ｖ 二】／ ２し 俣落地区 `hレー 瓢持広昭
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
か
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

［
応
募
規
定
］

①
｝
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
影
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
．

②
認
な
た
の
氏
塙
・
住
所
・
年
令
弁

書
い
て
ｒ
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅲ
Ｉ
中
標
津
町
東
七
条
南
一
〒

､ 
Ｌ」

（ 
し

轍勵
P廿・

■ 

ｉｉｎｉｉ１ｈｉ;i儲#霧||蕊慰fiml鍵ijiii
勘

､二口

③ 

目
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
八
月
二
十
日
ま
で

★
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

★
発
表
は
十
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

、
す
。［
六
月
号
の
当
選
者
］

六
月
号
の
派
解
は
「
三
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数
五
名

に

ＲＨ 

一一

〆つ

f壱四月

で
正
解
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

<６月号の間違い個所＞

◎
お
酒
や
品
物
に
か
か
る
税
金

税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
身
近

な
税
金
と
し
て
、
お
酒
や
そ
の
他
の

砧
物
に
か
か
る
間
接
税
が
あ
り
ま
丈

間
接
税
を
直
接
納
め
る
の
は
商
品

の
製
造
者
や
小
売
業
者
で
す
が
、
こ

の
税
金
は
商
品
の
価
格
の
中
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
税
金

を
負
担
す
る
の
は
、
商
品
を
買
っ
た

消
費
者
と
な
り
ま
す
。

知抓瀧↑:ｖ

の知臓
<根室税務署〉

間
接
税
の
中
の
代
表
的
な
も
の
に

は
酒
税
と
物
品
税
が
あ
り
ま
す
や

酒
税
は
、
清
酒
や
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
な
ど
の
お
酒
に
か
か
る
税
金

で
、
お
酒
の
種
類
、
品
目
、
紋
別
、

ア
ル
コ
ー
ル
一
分
な
ど
に
応
じ
て
税
率

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
品
税
は
、
宝
石
の
指
輪
』

ゴ
ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
｜

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
に
か
か
る
税

金
で
、
小
売
価
格
や
出
荷
価
格
に
一

定
の
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
ま
丈

p毎J、
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